キッチン・バスの日記念

台所・お風呂の川柳募集事業の紹介

　　　　　　　　　　　　キッチン・バス工業会

　　　　　　　　　　　　川柳担当顧問　中山世一

はじめに

　平成17年にキッチンバス工業会は創立40周年を迎えることができた。

この40周年を機にキッチン・バス工業会では、「11月2日をキッチン・バスの日」として制定するとともに、その普及事業として〈家庭文化のありようを家族みんなで考えよう〉をキャッチフレーズとする「台所・お風呂の川柳募集事業」を開始した。

この「キッチン・バスの日」制定と川柳募集は次のような背景である。
【私達は「国の文化」の元は「家庭の文化」だと考える。その家庭生活の中心には、昔から台所があった。昔から囲炉裏端で家族の安全とぬくもりを確かめあっていた事を思い起こす。また、一日の仕事の疲れを癒すお風呂、さらにはお父さんと入るお風呂が楽しみで帰りを待ちわびた思い出等、家族のコミュニケーション場所としての台所空間、一日の疲れをいやす浴室空間の役割は今日でも変わらず、益々重要になっていると考える。
さらに戦後から今日までの良質なキッチン・バス製品の開発・提供は台所・浴室空間の住み心地の快適性、利便性の提供を通して、日本の家庭生活・住まい方、住宅事情改善に大きく寄与したと自負する。

そこで「キッチン空間」や「バス空間」での家族との思い出、出来事、願い等を川柳として募集し、優秀作品をお知らせする企画を実施した。】
第1回目の募集は平成17年11月2日のキッチ・ンバスの日に開始され、翌年（平成18年）5月の総会の時に表彰式が行われた。第2回目の募集は平成18年の総会後の6月1日から8月31日まで行われ、表彰式はその年のキッチン・バスの日、１1月2日に行われた。
機会を頂いたので、この事業並びに応募川柳等について紹介を行いたい。

（写真１　第2回目の表彰式の様子）

川柳と俳句

　川柳と俳句の違いは何か？とはよく聞かれる質問であり、私自身もいつも疑問に思っていることである。
私が俳句を長くやっている（30年以上か）のに目をつけて、当工業会の島崎常務理事が「中山さん、川柳事業をやるので協力してくれんか」と言ってきたのも何かの因縁である。また、俳句はセミプロとしても川柳のことは素人に近い私が「ま、何とかなるだろうから、協力しよう」と思ったのも「俳句も５・７・５、川柳も５・７・５。鹿も四足、馬も四足」という安易な発想からである。
川柳と俳句は今ではその境目は区別がつかない。もちろん両極端を比べれば違いはわかる。

例えば

　　最澄の瞑目続く冬の畦　　　　　　　宇佐美魚目

という俳句はいたって真面目で格調高く季語（冬）もあり、あまり滑稽な感じはしない。
また一方で第一生命が毎年募集しているサラリーマン川柳の
リストラはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そ),疎)にして俺をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(も),漏)らさない　　比呂志

という句は滑稽感があり、かつ悲哀感がただよう。また上手く当世をひねって見ている。但し、季語はない。

このように両極端と思われるものを比べればその違いはなんとなく分かるが、季語のない俳句もあり、季語のある川柳もある。川柳は滑稽で世を皮肉ったものかと思えば必ずしもそうではない。

伊藤園のお茶を買うとそのペットボトルには俳句が3つくらい書かれているが、俳句か川柳か分からないものが多い。有名な時実新子は川柳は感動・心を詠むものだと言っており、これはまさに俳句にも当てはまる。

ただ川柳と俳句はその発生が異なる。川柳は江戸時代、７・７の題を先に出しておき、それにつける５・７・５を募集して優劣を競ったのが始まりである。一方俳句は連歌の第1句目が５・７・５として独立したものである。芭蕉は彼の俳句のことを発句（連歌では第1句目を発句と言う）と言っている。完全に独立させて「俳句」となったのは明治時代に入ってからのことで、正岡子規が言い始めたのである。

結論をいえば現代では俳句と川柳の区別は作品そのものだけでは区別がつかないのである。

しかし、俳句も川柳も詩であり、言葉である。こういう観点から見ると、言葉の選び方、言葉の切れ、間の取り方、省略の仕方など評価の仕方は同じであり、俳句も川柳も変わらないと思える。

　　
事業の計画

　本事業は当工業会総務委員会にキッチン・バスの日推進委員会（プロジェクト）が設けられてスタートした。本プロジェクトはキッチン・バスの日事業推進全体を企画・推進していたが、川柳募集を行うにあたってその下に川柳ＷＧが設けられた。現在プロジェクトは解散したが、川柳ＷＧが残って川柳応募事業推進に当たっている。
　第1回目の川柳募集ＷＧは平成17年8月3０日に立ち上げられ、顧問として俳句（川柳ではない？）に詳しいからと、元ＡＬＩＡ事務局長（日立ハウステック）の中山と川柳に詳しい元東陶機器㈱の柴山勲氏が顧問として選ばれた。
以後募集要項、日程、選者等要点が川柳ＷＧにて決められていった。

選者の決定

　選者の決定に当たっては当工業会からは副会長2名、関係の深い（財）ベターリビングから那珂理事長にお願いした。ただ、業界ばかりでは少し固すぎるとの意見も出、中山の俳句の仲間である落語家師匠の三遊亭金遊師匠と山遊亭金太郎師匠そして講談師の神田松鯉先生にお願いした。皆それぞれ芸能界で活躍しておられる方々である。
＊２名づつ横に並べてください。（中山）
（写真２　三遊亭金遊師匠）（写真３　山遊亭金太郎師匠）

　　　　＊２名づつ横に並べてください。（中山）

（写真４　神田松鯉先生）（写真５司会の神田阿久里さん）
司会は第1回目は総会の関係もありプロの司会者に依頼したが、2回目は少し趣向を変えてみようということで神田松鯉先生の弟子の神田阿久里さんにお願いした。

募集要項

　川柳の募集に当たってパンフレットやマスコミに配布するニュースリリース・版下を作成するため要綱の内容について検討を行い、下記の内容を決定した。
1） タイトル

2） 募集期間

3） 賞品

4） 趣旨・内容

5） 応募方法

6） 入賞発表

7） 表彰式

8） 主催者・後援者・協賛団体

9） その他

1 著作権

2 個人情報に関する件

　これらの内容が印刷され、記者発表会や投げ込みを通してマスコミに協力をお願いした。

応募の経過・方法など

1） 応募の方法

第1回目はインターネット、葉書の二つの方法を取り応募結果はインターネットによる応募５，０６６句、葉書による応募７，１９７句、合計１２，２６３句であった。第2回目の募集はこの二つの方法に加えて携帯電話による応募も行った。応募の結果はインターネット４，３０６句、葉書４，３２６句、携帯電話２，２０２句、合計１０，８３４句であった。
　いずれも予想外の応募数であり、川柳がみんなに親しまれていることが分かる。

2） 各団体当の協力など

第１回目もそうであったが、第２回めの応募も応募の出足が悪く、応募数が心配であり、各後援団体等に応募協力をお願いした。その結果中でもガス事業者と電気事業者から多大の協力が得られた。

また当工業会でも急遽応募用紙の様式を作成して参加会社の委員にお願いしてショールーム等での応募をお願いした。応募様式の見本を下に示す。
（表１　応募様式の見本）

3） その他の注目点

予想外のことであったが、第１回目、第２回目ともに学校からのまとまっての応募があった。クラス単位もしくはクラブ単位であろうか。熱心な先生方はこんなことにも注目し教育の一環としているのかと感心したことである。なお、俳句関係の色々な募集にも学校でまとまっての応募がかなり見られる。

　協力いただいた学校には後日その先生宛に丁重な礼状を出しておいた。これからも教育に生かして欲しいとの思いからと今後の協力も期待してのことである。
４）　　応募者の分析

第２回目の応募に限ってであるが、応募状況の分析を後日行ってみた。その結果に少し触れておきたい。

· 男女の割合

応募者の男女の割合は全体で男性５９％、女性４１％であった。インターネット、葉書ともに男性が多いが、携帯電話での応募に限っては女性が多かった点に特徴が見られる。

· 年齢別の割合

年齢別の応募状況は最年少が6歳（1句）最年長が99歳（２句）であり、各年代に渡っての応募が見られた。年代別の応募状況は下記の通りである。
　　０～９歳　　　　　０％

　　１０代　　　　　　１％　　　　　　
　　２０代　　　　　１５％　　　　
　　３０代　　　　　２２％　　
　　４０代　　　　　１８％
　　５０代　　　　　２１％
　　６０代　　　　　１２％
　　７０代　　　　　　８％
　　８０代　　　　　　２％
　　９０代　　　　　　０％
葉書では１０代から９０代まで万遍なく応募があるが、インターネットでは２０代が９％、１０代が１％である。これは年少の人はまだパソコンを手に入れていないためと思われる。また携帯電話の応募では６０代が１％と少なく、70台以上となるとゼロである。携帯電話の普及に比例していると思われる。

賞の選定

　賞の選定に当たっては応募数の多さから下記の方法をとった。

1 粗選・・・こういっては悪いが、応募作品の中には大きく５・７・５を外れていたり、箸にも棒にもかからない作品がある。これらの作品をあらかじめ除いて予選委員会にかけた。

2 １次予選・・・粗選を通過した作品の作品・ペンネームを一覧表とし、１次予選の選考委員会にかけた。選考委員は川柳ＷＧのメンバー　１０名である。１次予選は毎月月末にまとめて行った。

3 ２次予選・・・第１次予選を通過した作品をまとめ２次予選にかけた。第２回目募集では２次予選を通過し、最終委員会に送られたのは３０３句であった。

4 最終選考委員会・・・最終選考委員会はあらかじめ２次予選を通過した作品を選考委員及び協力団体に送り選をお願いした。協力団体は協力団体賞選定の参考とする為である。

選考は当委員会の会議室で行った。出席は三遊亭金遊師匠、山遊亭金太郎師匠、神田松鯉先生そしてＢＬ那珂理事長の代理として清水部長、当工業会の豊田会長が出席して行われた。井上副会長、高田副会長にはあらかじめ書面での選考を戴いた。

　　　第２回目の選考の結果は最後にコメントとともに表２に示しておきたい。

　　なお、　キッチン・バス大賞、工業会会長賞、３名の師匠の賞の他、第２回目の協力団体賞は下記のとおりであった。

・　　ベターリビング賞

· 日本ガス協会賞

· エコロジー・キッチンバス賞
· ステンレス協会賞

· 日本建材・住宅設備産業協会賞

· 日本バルブ工業会賞

· 日本琺瑯工業会賞

表彰式
　第２回目の表彰式はキッチン・バスの日当日、平成１８年１１月２日、東京會舘で行われた。受賞者の出席状況が心配されたが、幸い受賞者の多くが出席してくださり会の雰囲気も華やかなものとすることが出来た。

第２回目からは当工業会の特長ある趣向として神田松鯉先生に表彰式のあと講談をお願いした。演題はご本人の希望により当日まで秘密、「当日のお楽しみ」ということであったが、ふたを開けると赤穂浪士ものの一つ「天野屋利平」であった。これからも３人の選者（師匠）に交代で高座をお願いする予定である。
表彰式の内容について次に簡単に記しておきたい。

1、 豊田会長挨拶・・・日本の文化は台所・お風呂を中心に成り立ってきた。今後もこれを大切にしたい。奇しくも１１月２日は文化の日の前日であり、Ｋはアルファベットの１１番目、Ｂは２番目であり、１１月２日にかなっていると言う話をされた。

2、 経過報告・・・既に上段で述べた通りであるが、中山が担当した。

3、 選者の紹介・・・司会により選者の紹介がなされ、拍手が湧き起こった。

4、 入選作の発表紹介・・・司会より川柳作品、ペンネーム、現住の都道府県、氏名の順に紹介された。そのあと壇上に順次上がって頂き表彰状と賞金が手渡された。なお、金遊師匠、金太郎師匠、松鯉先生からは副賞としてそれぞれ色紙と手ぬぐいが受賞者に手渡され、大いに喜ばれていた。
また今回は協力団体の代表者から受賞者に協力団体賞を手渡してもらうこととした。少しでもご協力に対し、当工業会の謝意を表する為でもある。

（写真６　受賞の方々）

5、 選者の作品評・・・落語の師匠、講談の先生には講評をお願いした。
総評、キッチン・バス大賞、工業会会長賞、三遊亭金遊賞は金遊師匠、後援・協力団体賞、山遊亭金太郎賞は金太郎師匠、優秀賞、神田松鯉賞は松鯉先生にご担当願った。

それぞれ特長のあるまた味のある講評であったが、共通して言われたのは「素晴らしい作品が多く選考が非常に困難で、どの作品にしようかと迷った」と言うことであった。

6、 講談・・・先に紹介した通り、神田松鯉先生にお願いしたが、その迫力ある話に全員が引き込まれ、講談のあとは大きな拍手喝采であった。生で講談を聞くのは初めてという人も多く、改めて日本の話芸に驚かされた様子であった。ぜひ皆様も暇を見つけ、寄席に出かけて生で講談や落語を聞いて戴きたい。

（写真７　神田松鯉先生の講談）
懇親会　
講談のあと会場を替えて懇親会が行われたが、この席に経済産業省製造産業局日用品室の前田室長及び国土交通省住宅局住宅生産課の坂本課長も駆けつけてくださり、お祝いの言葉を戴くことが出来た。

又乾杯には（財）ベターリビングの山田理事が音頭をとって下さり、落語や講談の師匠も交えて賑やかに歓談が続けられた。受賞の人々は直接川柳の仲間や落語の師匠、講談の先生と接することが出来感動されたようである。一緒に写真を撮ったり、感想を述べあったりと楽しいひとときを過ごすことが出来たようである。

　中締めが当工業会の渡辺副会長によりなされ無事散会となった。

　　　　＊写真は２名並べてください。（中山）
　
　　（写真８　経済産業省　　　　（写真９　国土交通省

　前田日用品室長）　　　　　　坂本住宅生産課長）

おわりに
　簡単に第１回及び第２回の川柳応募事業の紹介を行ったが、これが成功したのは当工業会だけの力ではない。ご協力戴いた関係団体の力に預かるところが大である。また、ショールームをはじめとして社内に協力を徹底してくれた会員各社の努力も忘れてはならない。

　だがそれにもまして、インターネットや新聞雑誌等を見て応募下さった一般の方々の川柳に対する関心が高いことが成功の第一要因であると思われる。
次回、第３回目の応募は今年（平成１９年）５月からの予定である。

　従来にもましての関係各位のご協力をお願いいたしたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（終わり）

（写真１０　　懇親会風景）
＊２段でお願いします。（中山）
（表２　入選作品及びコメント）
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